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    令和３年１２月２３日   第 １１ 号 

 かわら版  育種の波動 

           全国新品種育成者の会発行 

 

    育種セミナーを開催 

 

     スモモ新品種による地域活性化の取組 

  に多くの質問が飛ぶ 
  １０月２０日、スモモの育種に取り組む山形県大江町 

  の渡辺誠一さんに講師が講師となり、オンラインによる 

  育種セミナーが開催されました。育種セミナーは、これ 

  まで初夏に開催してきましたが、本年はコロナ禍のため 

  延期しての開催となりました。 

  講演のタイトルは「熟期の異なるスモモ新品種の育成・ 

 販売による地域活性化の取り組み」。品種数が少なく、 

 ７月上旬から１か月半程度だった地域のスモモの出荷 

 を、熟期の異なる10品種以上の新品種を育成し、7月 

 上旬から4ヶ月に延ばし、甘みの強いスモモを切れ目 

 なく出荷することによって、価格販売を実現し、新規参 

 入農家を地域に受け入れる取り組みが紹介されました。 

 セミナーには、農林水産省から福井知的財産課長が参 

 加されたのをはじめ、未入会者2名を含む25人が参加 

 しました。 

  講演終了後は、多数の参加者から質問があり、活発 

  な質疑が行われました。参加者からは、ロイヤリティの 

  徴収や農協と一体となった普及・宣伝の取り組みなどが 

 参考になった等の声が寄せられました。 

 

 第３５回総会 ３月２日に開催決定 

  都内で開催し、ズームでの参加も可

能 
   

  １２月１７日に開催した役員会において、定期総会を 

 ３月２日（水）に都内で開催することに決定しました。会 

 場は決定次第お伝えしますが、同時にズームでも参加 

 できるようにすることとなりましたので、皆様の参加をお 

 願いいたします。 

  

 𒁸𒁸𒁸𒁸𒁸𒁸𒁸𒁸𒁸 
 

     育種賞、育種功労賞の 

           受賞者が決まる！ 

  育種賞     リンゴの高野拓郎さん 

  育種功労賞 リンドウ、バラの吉池貞蔵さ

ん 

              モモの高橋忠

吉さん  
 

    12月17日本年度の育種賞、育種功労賞を決める選 

 考委員会が開催され、育種賞に岩手県奥州市在住でリ 

 ンゴ育成家の高野卓郎（たかお）さん、育種功労賞に岩 

 手県花巻市在住でリンドウ、バラ育成家の吉池貞蔵さん 

 と福島県伊達市在住でモモ育種家の高橋忠吉さんの2 

 名が選出されました。受賞者への賞状は3月2日の総 

 会の席で授与されます。 
 

  ৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡৡ   

   

       ៥ 新規加入会員紹介ঐ 

 

  １１月１９日の役員会で、新たに当会に加入すること 

 になった新会員を紹介します。      
 

  高野卓郎（たかお） ８１歳     岩手県奥州市 
 

   育成作物  リンゴ  

   紅ロマン、奥州ロマン、みちのくロマンなどを育成 
     

  𒈽𒈽𒈽𒈽𒈽𒈽𒈽𒈽 𒈽𒈽𒈽𒈽𒈽 

      

    会員2名の品種が鉢物部門で 

    共に優秀賞を受賞！！  

 𒋞 ジャパンフラワーセレクション２０２１ 𒋞 
 

  長谷川さんのクレマチス 「華川」   
  鉢物部門春の審査会で優秀賞に選ばれたのは、長谷 

 川康平さん育成のクレマチス「華川」。ボリュームのある 

 花芯が珍しい糸状の花弁に繊細な美しさを感じる白とグ 

 リーンのグラデーションが爽やかなセミダブルの生育旺 

 盛で多花性の品種です。 

 

  金澤さんのシクラメン 

  「チモ ローゼス ライトピンク」 
    鉢物部門秋の審査会で優秀賞に選ばれたのは、人 

 気投票でも１位になった金澤さん（当会相談役）育成の 

 シクラメン「チモ ローゼス ライトピンク」。茎が固く改良 

 され、つぼみのグリーンが映え、グリーンからミルキーピ 

 ンク～ピンク に変化する万重咲でさわやかな印象を受 



 ける形と色の変化が楽しい鑑賞期間の長い品種です。 

 金澤さん育成のシクラメンは、昨年「ローゼス ピンクバ 

 イカラー 万重 EX」がフラワー・オブ・ザ・イヤーを受賞 

 したのに続いての２年連続の受賞となりました。 
       

  𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈𒊈 
  

 

    わたしの育種奮闘記  

 この記事は本人から聞いた内容を、本人の話し言葉 

  で作成しています 

 

パンジー,ビオラ,ビンカなどの花壇苗を生産 

   「ドラキュラ」等、独特なフリル咲き、花色 

 のパンジーを育成 
  

 佐藤勲：🚝 赤城山、榛名山、妙義山の上毛三山を 

 望 む群馬県高崎市は、上越新幹線と北陸新幹線、更 

 に関越自動車道と北関東自動車道の分岐点となる交 

 通要衝の市です。日本一のだるまの産地であり、また数 

 少ないオーケストラを有して「音楽のある街」を名乗り、 

 音楽、映画などの芸術文化活動が盛んな都市です。 こ 

 の地で、パンジー、ビオラ、ビンカをメインに多品目の 

 花壇苗を生産している佐藤勲です。 

  我が家はトマトなどをハウスで栽培する野菜農家でし 

 た。大学で野菜を専攻した私は、卒業後農業研修生派 

 米協会が行う派米研修の研修生となりました。研修先 

 は、コロラド州の大手プラグ苗生産会社で15か月間花 

 壇苗生産を学びました。アメリカでは野菜は露地栽培 

 なので、施設で作る花壇苗を学ぶ方が、自分が取り組 

 もうとする施設園芸に応用できると考えたからです。そこ 

 で花壇苗生産の基礎を学ぶことができたことで、これな 

 ら自分でもできるだろうと、帰国後 昭和 63年25歳で就 

 農しました。600坪のハウスを建て、初めは花壇苗と野 

 菜苗の双方を生産しましたが、就農して2年後に父が 

 病気で倒れ、その後は花の生産に転換しました。 

    生産する多くの品目の中で秋の主力商品であるパン 

 ジーとビオラは、マーケットが大きく、夏のビンカと共に 

 差別化、独自化を図れば生き残っていけるだろうと、 

 2011年47歳で品種改良に力を注ぐことにしました。種 

 苗メーカーから独占販売権を得た商品の生産を、園芸 

 店とのコラボで携わってきたので、オリジナル商品が高 

 単価で販売できることは分かっていたからです。10年以 

 上前でも、ビオラの苗が1ポット 500円以上で売れる商 

 品開発を園芸店から要望されたこともあり、品種改良の 

 比重を高めることにしたのです。育種に対しては、入社 

 した育種の知識がある従業員や種苗メーカー、生産者 

 仲間から教えてもらいましたが、いまでも十分な知識を 

 持っているとは、とても言えません。ないと思っています。 

  パンジーやビオラは色化けも多く、いろんなものが出 

 てきます。しかし、パンジーの「ドラキュラ」は、花粉が出 

 にくく採種が困難で発芽率も悪いので、選抜を繰り返し 

 ながら生産性が良くなるよう努めてきたものもあります。 

 私は、秋咲き性があり、独特なフリル咲きでパステル調 

 などのスペシャルな花色のものを目標に育種をしてきま 

 した。パンジーやビオラは、他花受精植物で均一性を確 

 保することが困難なこともあり、品種登録は取っていませ 

 んが、パンジーでは「ドラ キュラ」、「ロープ・ドゥ・アントワ 

 ネット」、「ソワレ」の3種、ビオラでは「ヴェルヴァーグ」、 

         パンジー「ドラキュラ」 

 「エッグタルト」、 「アクアレール」、「エクリプス」等の6品 

 種を育成しました。パンジーの「ドラキュラ」と「ロープ・ 

 ドゥ・アントワネット」は、今までにない独特のフリル咲き、 

 独特な花色の品種です。 

  オリジナル商品の開発に努めた結果、2013年にビン 

 カの「涼夏」（登録名 IS23号）、2014年に「涼ちゃん」、 

 2016年に「初恋」（IS25号） を品種登録することができ 

 ました。「初恋」は、花色はパステルピンクで星形の形状 

 を有し、一般品種より耐病性を持つ品種です。 

  私が生産した商品は、市場出荷の割合は少なく、福岡 

 県の卸売りをしている園芸店と群馬県内の園芸店に直 

 接販売しています。販売店を限定することにより、商品 

 の希少価値を上げて高単価で販売していただいていま 

 す。普及にあたっては、インスタ、フェイスブックを通じて 

 消費者との交流を深め、ファンを増やすため園芸店で 

 のイベント、親株を見てもらうための農場見学を実施して 

 います。消費者の皆さんや園芸店に喜んでいただけた 

 ときは、これまでの育種の苦労が報われたと感じ、大変 

 にうれしい限りです。今までにないアッと驚くよう様な花 

 ができて認知されたときは最高です。育種は、経営のに 

 とってかなりのリスクとなっていますが、オンリーワン商品 

 を作ることにより、差別化ができていると思っています。 

 パンジーやビオラでも、末端小売価格は非常に高価格 

 で売れています。 



  コロナウィルスはいろんな商売に悪影響を与えていま 
 すが、逆に巣ごもり需要が高まって世界的に園芸 ブー 

 ムが起きていると聞いています。園芸業界にとっては明 

 るい兆候で、新規顧客が増えているので、リピーターに 

 なってもらえるように商品開発にも取り組み、今後も消費 

 者目線に立った商品開発を常に心がけ、毎年新商品を 

 提供していきたいと思っています。      
 
 

     パートナー農家とともに 

    育成した品種を海外にも販売 

  パートナーの育種にアドバイザーとして 

  協力し、経営改善に取り組む                   

 佐藤和規： 当会の顧問職でお手伝いしてい佐 

藤和規です。61年前の中学2年生の時に、本田正次 

博士著「植物の世界」を生物担当の恩師から贈られて 

植物の世界にのめり込みました。就職した第一園芸で 

は、業界の先端をゆく社内外の諸先輩の高度な指導・ 

薫陶を受けながら育種に励みました。会社での40年 

間はいろいろな品目の開発に携わりましたが、プリムラ、 

シネラリア、ベゴニア、ビンカ、等の鉢花・花壇材料、ダ 

イアンサス、アスター、リモニウム、等の切り花材料の育 

種に力を入れました。当時もその育種に強く思い入れ、 

40年を経た今もその成果に誇りを持っているものに、 

極早生の一歳サルスベリ「スーパーソニック」、世界初 

のハイブリッド・リモニウム（スターチス）「ミスティブルー」 

等が挙げられます。 

           

定年の少し前から、自分が熱中して作りたい花を業と 

して開発する育種会社 Vista Future Flowers Inc.（通称： 

ビスタ・エフ・エフ）を準備し、定年直後からの3年間は 

会社の技術顧問としての任に当たりながら、素材収集 

や情報集めに夢中でした。64歳で会社の縛りが切れ、 

自分のことに夢中になれる環境を得てから、『優れた育 

種素材を保持し、育種への情熱を持つ、誠実な方と組 

む』ことを前提に訪ね歩きました。東京から容易に定期 

巡回できる範囲に拠点があることもパートナー選びの 

条件でした。最近の10年間で得られた育種の成果は、 

企業内での育種と異なり、『今流通している花のどこを 

どう改善し、その表現を飛躍させ、どう海外へ供給でき 

る商品に仕上げるか、製品を国内にだけ販売している 

パートナーの経営改善につなげるか』等に気を配るの 

でした。私に育種経験がなかった品目でも、材料を観 

察することでその遺伝モデルを想像し、その仮説を展 

開して、最短距離で目標に到達できるように努められる 

ようになったことは、まさに年の功かもしれません。そん 

な縁を活かして私のパートナーとなった方々は、関東と 

中部で程よい人数になりました。74歳になろうとしてい 

る現在でもほぼ毎月１回の巡回サポートと懇親の情報 

交換会を欠かさずに続けています。 

 この10年の育種の成果は『日長に左右されない 

花芽分化』『花芽分化と開花に低温を要しない開花 

生理』『欧米人がクールと感じてくれる先進性のある 

表現』『誰も見たことがないような新しい景色を楽しん 

でもらえる花』を目指しながら、国内販売では開発 

品種が優位に展開できる商品の狙い目が外れない 

ように、共同育種者であり、アドバイザーとしての活 

動に注力しています。 

 そのような活動の中での成果を一つの例として挙 

げてみましょう。私との共同開発の約束を交わして 

から最も長い活動歴がある栃木県真岡市の仙波園 

芸、若い園主・仙波勉さんとの育種成果の一つにプ 

リムラ・マラコイデスがあります。仙波さんを訪ねたと 

きに、素材（片親）は勉さんの父上が育成してきた 

ダルマ系の品種「乙女シリーズ」に、小さな茶色の 

目を備えた個体を見つけたことです。この茶色を見 

たとき、濃淡変更遺伝子の存在と、これを薄めた表 

現で新しいピンクの表現ができるであろうことを感じ、 

相棒にはマラコイデスでは初めて淡緑色が表現さ 

れた「ライムグリーンフサコ」を用いて、花の老化が 

極めて遅く、美しさが長続きする、大きな花束のよう 

な草姿を備えた鉢花の育成です。最初の交配から 

 プリムラ・マラコイデス登録3品種の栽培状

況 

4年ほどで淡いピンクで花もちのよい「ウインティサク 

ラ」が生まれました。１年遅れて淡いサーモンピンク 

で咲き始め、咲き進むほどにピンクが退色して地色 

のライムグリーンに変化しながら、数10本の花穂が 

美しいグラデーションを表現する品種「ウインティピ 

ーチ」が生まれました。100年以上のマラコイデスの 

歴史で初めての色彩です。マラコイデスの花色表 

現は、咲き始めが薄い色で、咲き進むと濃色に変わ 

るものと、咲き始めが濃色でその後退色して淡くな 

るものがあります。これら2つの品種の後には、花穂 



がしっかりして型崩れしにくい「ウインティ・ライムグ 

リーン・コンパクト」、強いアクセントカラーの「ウイン 

ティ・ローズ」と続き、更なる奇抜で繊細で高貴な色     

 彩を備えた全く新しいマラコイデスの表現世界を切 

り開き続けています。これらのマラコイデス開発では、  

花弁に葉緑素を含んだ品種が見いだされたことで 

大きく展開が進んだ例であり、そのことが我が国で 

のマラコイデスの鉢花の世界を変え、ポット苗の世 

界を変えたといえるでしょう。それらを生み出すため 

に必死で一緒に育種を進めた勉さんの情熱と努力 

が仙波園芸の経営を大きく変え、同時進行している 

他の品目の育種をも加速してきたのです。 

 私と共に進めてきたパートナーとの、この10年の 

成果は、ルピナス、ダイアンサス、トリフォリウム（ク 

ローバー）、ハイドランジア、カリブラコア、ベゴニア、 

ビデンス等ですが、さらに新しい材料（宿根草や木 

本類）と新しい表現に挑戦しています。 

  矮化剤不要のルピナス、日米特許（共同開発品） 
   

   『育種対象とする植物がどのような機能や表現を 

 内在しているのか？』『それを発現させればどのよう 

 な世界を拓くことができるのか？』『それらが日本の 

 市場で受け入れられるためにどのような製品を目指 

 すべきか？』『その表現が欧米人にインパクトのある 

 商品と理解してもらえるようにするにはどのような基 

 本性能を付与しなければならないか？』『それを獲得 

 するためにどんな道筋で表現を追求するのがよい 

 か？』、丁寧に観察し、根気よく考えながら取り組む 

 ことでゲームの道筋が見えてくるものと信じています。 

 それらが育種期間の短縮につながるし、オリジナリ 

 ティーのある商品開発に繋がるものと私は信じて突 

 き進んでいます。80歳までは現役で開発にかかわり、 

 パートナーの育種を楽しく応援できることを念願して 

 います。 

 ꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁꧁     

 

 

           活動暦  

  10 /9 かわら版「育種の波動」第10号発行 

 10/18  農水省に出向き、福井知的財産課長に挨拶 

    （山田会長代行、佐藤顧問、岩澤） 

 10/20  育種オンラインセミナー 

   異なる熟期のスモモ新品種の育成・販売による 

   地域活性化の取組み 

       講師  渡辺 誠一 

   𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙𒆙 

      

      📢📣  伝言板 📢📣 

 ✍ 当かわら版は昨年２月１０日第１号を発行し

て 

     以来、今回で１０号の発行を迎えることができま

し 

     た。以前に発行していた機関紙「種と育種」は年

に 

     １度の発行でしたが、このかわら版「育種の波

動」 

     は、不定期ですが、ほぼ２か月に１度の発行すこ

と 

   ができました。特に会員の育種の取組みを掲載

し 

   ていることはこの新聞の大きな特徴です。この

記事 

   について、「思うようにいかないことも多い中

で、長 

   年をかけてモチベーションを失わずに新品種を

誕 

   生させる皆さんの努力を知ることができる」

「育種 

   家の集まりの会にふさわしい内容だ」という声

もい 

   ただき、それらを励みとしながら、１０回の発

行にこ 

   ぎつけることができました。御協力いただいた

皆様 

   に改めて感謝を申し上げます。第１号の「伝言

板」 

   には、「会員の皆さんが全国に散在していて、

なか 

   なか会員同士の連携が取れない中、会員が一体 

   感を持って品種育成に取り組む一助となること

を 

   願って新聞を発行することにしました」と発行

の目 

   的が書かれていますが、その目的にわずかで応

え 

   ることができていれば、それほどうれしいこと

はあり 

   ません。今後もこのかわら版を皆さんが心待ち

にし、 

   皆さんに共感や感動等を与えられるような紙面

と 

   なるよう努めてまいりますので、情報の収集等



に 

   御協力をよろしくお願いいたします。 

 ✍ 今年は、８月中～下旬に西日本で大雨となっ

た 

  ことで、８月の降水量は過去の記録を更新し、９

月 

  上～中旬は記録的な日照不足となりました。この

よう 

  な中、会員の皆様も作物生産に大変に苦労されて 

  いることと思います。このような中、これからの

農業を 

  切り開くものとして金澤相談役、竹下選考委員も

出 

  演して、TBS テレビの新・情報７days ニュース

キャス 

  ターで品種改良が取り上げられ、報道されまし

た。 

  ７月下旬には、石川県育成のブドウ品種「ルビー

ロ 

  マン」が韓国で生産されていたニュースもありま

した 

  が、これらの報道は種苗法改正が行われ、これま

で 

  あまり注目されることのなかった育種にマスコミ

が 

  ようやく目を向けてきた証だと思います。育種家

で 

  ある我々は、このような変化を朗報ととらえ、新

品種 

  の開発、普及に更に励んでいこうではありません

か。 

  ✍ 今号の「わたしの育種の奮闘記」では、イ

チゴ 
   の水野さん、アセビの山口さん、リシアンサス

の中 

   曾根さんと育種作物の異なる３人の取り組みを

紹 

   介しました。水野さんは JAの営農指導員から

頼ま 

   れたこと、山口さんは生産したアセビが「生育

が悪 

   い」等とお客である工事関係者から言われるよ

うに 

   なったこと、中曽根さんは地域にリシアンサス

の個 

   人育種家が多かったことと、それぞれ育種を始

めた 

   きっかけは異なりますが、対象作物に強い愛着

を持 

   ち、育種、生産、販売に真剣に取り組まれてい

る姿 

   に感銘しましたが、皆様はいかがでしたでしょう

か。 

 
     このかわら版についての意見、情報提供、感想、 

  問合せ先は次のとおりです。 

 

      全国新品種育成者の会事務局 

          岩澤 弘道 

       ０９０－４０５９－１０９６ 

     Fax ０３－３６９１－２８１８ 

  Eメール  iwa.hinsyudebyu.512@gmail.com  

 

 

  金澤相談役、竹下選考委員が出演し、 

  育種の現状を語る 

     新・情報7daysニュースキャスター 

S情報7days 
  TBSテレビで9月18日（土）夜10時から行われた 

 ビートたけし、安住紳一郎によるニュース番組、新・ 

 情報７daysニュースキャスターでは、品種改良問題 

 が取り上げられ、当会の金澤相談役、竹下選考委員 

 が出演しました。 

  そこでは、9/1～15の日照時間が20年ぶりの記録 

 的短さとなり、レタス、白菜が例年の倍以上になる 

 などの価格高騰が起きていることが報告され、暑さ・ 

 寒さに強いもの、味や食感によいものなどを生み出す 

 品種改良が取り上げられました。粒が巨大なブドウ、 

 皮と果肉が紫のジャガイモ、種のないピーマン、スジ 

 取りが不要なサヤエンドウ等が紹介され、ブドウの育 

 種では2品種を交配して採れた種から木を育てるの 

 に5年、育成法の研究を含めると少なくとも10年が 

 かかり、シャインマスカットは育成までに33年の年月 

 がかかったとの説明がありました。その後15年かけて 

 ラズベリーを開発した金澤さんが登場し、番組スタッ 

 フの質問に対し、「日本では育種は儲からず、育種 

 だけで食べている人は一握り程しかいない」ことが話 

 され、最後に登場した竹下さんが「これまで日本では、 

育種家として食べていくことは困難だったが、今年育 

 成した品種を勝手に増やすこと、海外に持ち出すこ 

 と等を防ぐために種苗法改正が行われたこともあり、 

 育種に追い風が吹いているので、これからは希望者 

 が育種に安心して参入できるような時代が来ると思う」 

 と語られました。 

  

  「フロリアード２０２２」に出品希望の皆様へ 

  明年４月14日～179日間にわたって、オランダ 

 アルメーレ市で開催されるアルメーレ国際園芸博覧 

 会（フロリア―ド２０２２）事務局から、コンテスト 

 及び PR 用花材の出品について当会の会員に通知し 

 てほしいとの依頼がありました。コンテストの募集 

 期間は、９月13日～10月９日（出品状況で期間延長 

 の場合あり）となっています。出品を希望される方 

mailto:iwa.hinsyudebyu.512@gmail.com


 は、案内書、出品申請書の様式等の資料がお渡しし 

 ますので、事務局にお申し出ください。 

 

  ℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣℣ 
 

           訃報 

 小林五郎（元全国普及協会会長、育種賞選考委員）  

   享年８７歳   病気療養中でしたが、８月２

１日に 

            永眠されました。 

 細金裕（シクラメン、クレマチス等を育種） 

   享年６０歳   病気療養中でしたが、９月２

２日に 

            永眠されました。 

 工藤茂道（マタタビ、サルナシ等を育種） 

            ８月に永眠されました。 

   心よりご冥福をお祈りいたします。 
 

  թթթթթթթթթթթթթթթթթթթթթթ 

 

     わたしの育種奮闘記  

 この記事は本人から聞いた内容を、本人の話し言葉 

  で作成しています 

 

  農業改良普及員からイチゴ農家に転身 

   「みくのか」「新みくのか」の 

    ２品種を育成、自宅直売所で販売 

 

  ⴃ  水野賢治：  名古屋から約２０キロ北、犬山市の 

 西に位置し、桜の名所となっている五条川が南北に 

 貫く愛知県丹羽郡大口町で、イチゴを生産している 

 水野賢治です。平成3年に東京農工大学農学部を 

 卒業した私は、愛知県庁に入りましたが、農業現場 

 に係りたいと農 業改良普及員となり、トマト、キャベツ、 

ねぎ等の栽培農家を担当しました。平成16年にイチ 

 ゴ農家の担当になったことで、イチゴの高設ベンチ 

 栽培の魅力に目覚め、自分も脱サラしてやりたいとい 

 う思いを強く持ちました。家族が納得してくれない中、 

 助け舟を出してくれたのは父でした。「そんなにやり 

 たいなら、自分でやってみろ」と、父は100㎡のビニ 

 ールハウスを建ててくれたんです。そのハウスに自作 

 の高設ベンチを設置して、庭で育てた「章姫」と愛知 

 県が育成した「ゆめのか」600本の苗を植えてイチゴ 

 栽培に取り組みました。栽培したイチゴは１年目に50 

 万、2年目に70万の売り上げとなり、家族の理解が 

 得られて私は平成21年に退職して就農することがで 

 きたのです。               

  育種を始めたのは、就農した年に JA愛知経済連 

  の研修会で再会したある JAの営農指導員から、品 

  種改良を勧められたのがきっかけです。そのときは、 

  できるわけがないと思いましたが、翌年「これを組み 

  合わせればいい品種ができる」とその営農指導員 

  が３系統の試験品種を我が家に持ってきたことから、 

  ひょっとしたらという気が起き、ネットでイチゴの育種 

  方法を調べ、3年程3系統を交配しました。持ってこ 

  られた3系統からは良いものが見られませんでした 

  が、私が栽培していた「ゆめのか」を花粉親とした系 

  統から「ゆめのか」より花芽分化がやや早く、酸味が 

 少ない高糖度系統が数系統見つかり、そこから選抜 

  した新品種に「みくのか」の名をつけ、登録出願し、 

  平成29年に品種登録を受けることができました。更 

  に収量性は劣るものの「みくのか」より収穫期が7～ 

  10日早く、より高糖度の新品種「新みくのか」を育成 

   し、現在登録に向けて審査が行われています。  

                                        

  「みくのか」は果実が比較的硬くて輸送や収穫調整 

 時のロスが少なく、うどんこ病や炭疽病に強く、ラン 

 ナーも旺盛に発生し、多収なのが特徴です。「新みく 

  のか」は、「みくのか」に比べてうどんこ病にはやや罹 

  病しやすく、収量性も劣るが、収穫開始時期が早く、 

 高糖度で食味の良いのが特徴です。                   

  現在、生産したイチゴは、ほとんどを自宅の直売所 

 で売り切っています。一般のお客様がほとんどです 

 が、ケーキ店、パン屋、喫茶店、和菓子店の数店が 

 利用してくれています。「スーパー等のものより新鮮で 

 日持ちもするし、味も良い」と言ってくれる方がリピー 

 ターとして定着してくれたおかげで直売で売り切れる 

 ようになり、うれしく思っています。妻と2人で栽培面 

 積も800㎡と小規模ですが、年間収穫パック2万パッ 

 ク(1パック約300ｇ)、オリジナル品種の特性を活かし 

 た高価格で販売させてもらっています。本年11月に 

 は県から「農業経営士」の認定もいただく予定です。 



            みくのか 
 

  昨シーズン「みくのか」「新みくのか」ともそれぞれ別 

 の種苗会社に商品化に向けた試作を実施してもらい 

 ました。「新みくのか」については、家庭菜園用を前提 

 にした試作であまり良い評価は得られませんでしたが、 

「みくのか」については、次シーズンに長崎他4県の 

 「ゆめのか」生産者で拡大試作が予定されています。 

 今後も、体力と気力が続くうちは自身の育成品種を作 

 り続け、その生産販売を通じて「地域にビタミン」を提 

 供し続けていきたいと思っています。  

  自宅の直売所では、イチゴだけでなく自分で作った 

 ハチミツも販売しています。退職して3年目頃イチゴ 

 の交配用に使っていた巣箱から自然分蜂が起きて、 

 その蜂球をつかまえて飼いだしたことがきっかけで、 

 私は4年前から本格的な養蜂を始めたのです。私の 

 養蜂は、10群前後をハチミツ用に、交配用に3群を 

 イチゴのビニールハウスの近くで飼っています。イチ 

 ゴ作りと繁忙期が重なるので、春～夏の間に貯めさせ 

 た桜やレンゲ等のいろんな花の蜜が濃縮された「百 

 花蜜」を7月下旬～8月、イチゴの苗づくりの間の隙 

 間に採蜜してビン詰めにしています。お客様に購入 

 いただくとともに、私自身もお世話になった方々等へ 

 の贈り物としても重宝しています。趣味として小規模 

 に行っている養蜂ですが、今後も、近所迷惑とならぬ 

 よう群数の増やしすぎに注意しながら、イチゴと一緒 

 に年間100キロ位のハチミツを販売していけたらと考 

 えています。 
 

 

 

  生産組合を作り、全国の公園、観光地等

に 

  植栽する植木を生産 

  「生育が良く、開花しても樹勢が衰えない 

   アセビ」の新品種を育成 
 

  Ϡ 山口耕一： 福岡県の南部にある八女市星野 

 村で、アセビ、久留米つつじ、サツキ等を生産してい 

 る山口耕一です。標高が高く人口密度が低い星野 

 村は、星がきれいで「星のふるさと」として、また玉露 

 の最高品質茶の産地としても有名で、市の施設とし 

 て素晴らしい「お茶の文化館」があることでも知られ 

 ています。我が家も玉露の生産農家でした。 

  植物が好きだった私は、16歳で熊本県の農業研 

 究家・教育者、松田喜一が昭和3年に熊本県八代 

 市の干拓地に開いた日本初の民間農業実修所であ 

 る日本農友会実習所に入り、2年間住み込みで畜 

 産・園芸・果樹などの農業全般を学びました。卒業し 

 て、しばらくは我が家で玉露茶の生産を手伝ってい 

 ましたが、20歳になった頃、星野村の北側にある田 

 主丸町の植木の卸業者で働き、植木の知識を学び 

 ました。そこでは、人気のあった久留米つつじ等の 

 植木が全国の公共工事の現場などに販売されてい 

 ました。昭和30年代になると、急激な経済発展によ 

 り、公害問題が顕在化してきたことから、年と共に 

 工場緑化推進が活発となりました。昭和39年の東京 

 オリンピックに向けて植木の生産が好調に動いてい 

 た昭和38年、私は田主丸町の卸業者が販売する植 

 木の生産を始めました。私一人の生産では注文に応 

 えられないことから、一緒にやろうと20人ほどの仲間 

 を集め、生産組合を作って各人が育てた植木を組合 

 に集めて、トラックに積み込んで田主丸町に出荷しま 

 した。これといった仕事もない時代だったので、植木 

 に需要があることを話すとやって見ようという人がい 

 たので良かったです。公共工事に使われるもの主体 

 で、各地の公園、公的施設やその周囲、自治体が整 

 備した名所旧跡や観光地等です。 

  久留米つつじは、挿し木後4年目のものが出荷さ 

 れます。その人気は高かったのですが、耐寒性が不 

 足して東京より北の地域では生育が困難です。同じ 

 つつじ科で地域に自生があるアセビに着目し、昭和 

 40年頃から販売を始めました。私たちは、自然木の 

 アセビを挿し木し、1年かけて苗を作り、畑に植えて 

 3年したものを出荷しました。田主丸町の4か所の 

 卸業者には、夏の暑さに弱い樹種なので、東京以北 

 の工事現場に植栽してもらうとともに、北陸、北関東、 

 東北等の植栽現場を視察して、生育良好な場所を 

 販路にするようお願いしてきました。 しかし、昭和 

 40年代の末頃から、「花はきれいだが、生育が悪く 

 枯れるものが多い」と工事現場から、指摘されるよう 

 になりました。アセビは、花を咲かせると樹勢が衰え、 

 花も3年に1度位しか咲かなくなってしまうのです。 

 そんな声が各地から聞こえてくるにつれ、このままで 

 は公共工事の植栽から外されてしまうとの思いが強 

 くなってきました。そのような中で、私は昭和60年頃 

 から山林原野を歩き回り、自然交配した強健そうな 

 個体を選び、そのアセビの穂を20系統程採ってきて 

 挿し木し、育て始めました。その中から「挿し木の活 

 着とその後の生育が良く、病害に強く、樹勢が衰え 

 ないもの」を選抜し、「星野紅」の名称で昭和63年に 

 出願し、平成6年に品種登録を受けることができまし 

 た。アセビの開花期間は、4月下旬から3週間ほど、 

 関東では5月下旬から開花が始まります。「星野紅」 

 は毎年白い花を咲かせ、秋の紅葉期から翌年３月ま 

 での花の蕾は紅色に染まり、とてもきれいです。 



     アセビ「星野紅」              アセビ圃場の山口さん 
                                            

  多くが公共事業の現場に植栽される植木の販売は、 

緑化が活発に推進された昭和40年代頃から好調で 

 したが、バブルが崩壊し小泉内閣が国債の発行を30 

 兆円に抑えると発言したことから受注が減り、更に民 

 主党政権になって急速に減少しました。政権が自民 

 党に戻り、安倍政権が誕生した以降、今は回復基調 

 にあります。私は、販売量が減少したときでも諦めず、 

 組合員と共に良質な製品作りに励んできました。その 

 ため、星野村の生産組合では仲間意識が高まり、団 

 結力が強くなっています。 

  山間僻地の星野村ですが、土壌条件に恵まれ、標 

 高500メートルの栽培圃場は夏場の昼に温度が上が 

 らず、にわか雨が多く、緑化樹の生産に適しているこ 

 とから、今後も良質な植木の生産に励もうと思ってい 

 ます。 

 

  大輪、八重のフリンジ咲き、F1品種の 

  「コサージュ・シリーズ」が人気商

品に 

   生産者は１枝１蕾仕立てを条件と

した 

   会に加入 
 

  ꁚ 中曽根健：   北は長野市、南は上田市に挟ま 

 れ、千曲川が中央を流れる長野県千曲市は、戸倉 

 上山田温泉、江戸時代に善光寺街道最大の宿場町 

 だった稲荷山宿、姥捨て伝説が残り月の名所でもあ 

 る冠着山（別名姥捨山）等を有する交通至便な地域 

 です。その千曲市で、リシアンサス（これは旧学名で、 

 正しくはユーストマ、和名はトルコギキョウ）を生産して 

 いる株式会社ナカソネリシアンサスの中曽根健です。 

  長野県は、リシアンサスの出荷量が日本一で、私 

 の住む力石地区は昭和２０年代から栽培に取り組む 

 日本最古のリシアンサスの産地です。私は南九州 

 大学園芸学部を卒業し、24歳で父の跡を継いでリシ 

 アンサスの生産を始めると同時に、育種にも取り組み 

 始めました。大学では、ニガウリを栽培しただけで育 

 種の勉強はしていませんでしたが、リシアンサスは、 

 元々生産者育種が主体で、私の地区でも農家ごとに 

 育種と採種を行っていたので、私も自然に育種を行 

 うようになりました。私が20歳の頃、種苗メーカーの 

 リシアンサス育種が盛んになり、我が家に来たブリー 

 ダーと会話する中で育種の知識を身に付けることが 

 できたと思っています。 

   恵まれていたのは、父が育ててきた花を育種資 

 源として豊富に使えたことです。それらを用いて、こ 

 れまでになかった色などを求めて、交配を続けてき 

 ました。交配を行うといろいろな色彩やっ形態の表 

 現などが出てくるので、試験に3年、100％揃うまで 

 に早くて6年、通常10年を要します。困ったことは、 

 生産している中に貴重な突然変異の花が咲いたと 

 き、変わった色が嫌いな父がすぐに切ってしまうなど、 

 家族との葛藤があったことです。そのような中で、大 

 輪、八重でフリンジ咲きの３色の品種を育成し、平成 

 18年に「コサージュ」の商標を登録したサカタのタネ 

 から売り出すことができました。コサージュ・シリーズ 

  コサージュ・アンティークピンク    コサージュ・ジョーカー 

             コサージュ・ラベンダー    
 

  のコンセプトの「花びらのフリルが繊細で柔らかい雰 

 囲気を持ち、大振りで八重咲ならではの華やかさが 

 あり、花首が硬く垂れないで花持ちが良い」等が評 

 価されて人気商品になるとともに、「コサージュ・グリ 

 ーン」がジャパンフラワーセレクション2007～2008年 

 に切り花部門でグランプリ、「コサージュ・ラベンダー」 

 と「コサージュ・アンティークピンク」が共に IFEX2015 

 と 2016に切り花部門でグランプリ等、多くの賞をい        

 ただくことができました。 販売が軌道に乗ると、少量 

 の種子を自家用で扱っていたときと違い、種子を大 

 量に扱うようになり、採種、乾燥、精選の失敗で発芽 

 率 が低下することなどで苦労しました。 

  コサージュ・シリーズの種子は、コサージュ会とい う 

 生産者の会の会員にのみ販売し、生産してもらって 

  います。現在、北海道から沖縄県まで約170人の会 

  員がいて、市場や会員からの紹介や自己推薦で毎 

  年増え続けています。生産した種子は、生産者の指 

  定した地域の種苗店に販売してもらっています。トル 

  コギキョウの八重品種は、一般的に1枝に蕾を2 つ 

  つける仕立てが取られています。しかし、コサージュ 

  会では花１輪に養分を集中させて、大きな花を下垂 



 させず、長持ちさせるために１枝に１蕾だけをつける 

  仕立てとし、それを守ることを会員となる条件としてい 

  ます。コサージュ・シリーズを売り出す前の平成17年 

  頃までは、新品種が発売されても高価格で販売でき 

  るのは初年度だけで、次の年には品質の悪い品物が 

  溢れてしまい、価格の暴落が繰り返されていて、市場 

  や生産者からも高品質で高単価の商品が望まれてい 

  ました。私は生産者でもあるので、自分の品種の市場 

  価格を暴落させたくないので、生産者を選んで会員 

  制にすることにしたのです。また、販売する花の出荷 

 規格については、当初産地ごとに自分たちに都合の 

 良い規格になっていました。そのことが市場から「大 

 きさや長さが曖昧になっている、季節ごとに品質に振 

 れがあり売りにくい」といった意見が出たことから、コ 

 サージュ・シリーズでは主な生花市場の担当者に一 

 律の出荷規格を決めてもらうようにしています。   

   私の持っている育種のイメージは、その植物が本 

 来持っていても、事前の状態では決して発揮できな 

 い特性を、一瞬だけ目に見えるように発現させること 

 です。私は F1育種をしているので、結果を想像して 

 交配していますが、想像していた花が咲くのもうれし 

 いのですが、ときどき私のイメージ外の品種表現が出 

 てくることがあり、そこが育種の面白さであり、楽しさだ 

 と感じています。 

   これまで、「育種は捨てることだ」と先輩の育種家 

 から言われていましたが、私も過去の品種を捨てられ 

 ず、品種がどんどん増えて農場が植物園のようになっ 

 ていました。育種に使える面積には限りがあるので、 

 それでは育種のスピードが落ちてしまいます。必要な 

 形質以外のものを思い切って捨てると、残された品種 

 から新しい表現が出てきてスピードが上がることを学 

 びました。育種は、元々うまくいく確率の低い仕事な 

 ので、うまくいかなかったことを失敗とは考えていませ 

 ん。私も毎年数百のかけ合わせをしていますが、そこ 

 から2～3品種が世に出たら幸せだと思って、育種に 

 取り組んでいます。また、夏場の育種期間以外は切り 

 花生産者なので、頭を切り替えて栽培技術のことを 

 考えています。 

   今後も、多くの方々に感動を与えるリシアンサスの 

 新品種を開発していきたいです。遠い将来になるかも 

 しれませんが、複雑な色表現でもあるコンポーズ・ブ 

 ルーの花色の品種を作り出したいと願っています。 

 

 

    このかわら版についての意見、情報提供、感想、 

  問合せ先は次のとおりです。 

 

      全国新品種育成者の会事務局 

          岩澤 弘道 

       ０９０－４０５９－１０９６ 

     Fax ０３－３６９１－２８１８ 

  Eメール  iwa.hinsyudebyu.512@gmail.com                                                                                                                                                   
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